
 
 

予想を確かめるための実験や観察の方法を考え、自分の 

考えを図や言葉で表現している。 
 

 
★学習過程を見通すことができるロイロノートの活用 

理科における基本的な学習過程「問題→めあて→予想→計画 

 →実験・観察→結果→考察→結論→振り返り」の流れを教室内 

に掲示する。また、本単元においては、映像や模型、標本など 

の資料を多く活用するため、それらの資料を自分なりにまとめ 

られるように、基本的にオールタブレットで学習を進める。 
 

★予想や仮説、考察を考えやすくするための話型の提示 

これまでの学習を振り返り、児童の意見を反映させながら理 

科の話型（理科ワード集）を提示する。仮説や考察など、児童 

が難しいと感じやすい場面で、いつでも児童が活用できるよう 

にロイロノート内に保存しておく。 

 

★自分の考えを多面的に捉えさせるための交流の場の設定 

仮説や考察の学習場面において、自分の考えや友達の考えを 

 多面的に捉えられるように、２人組や３人組の交流の場を設定 

 する。仮説で考えた実験や観察が、実現可能なものか、その実 

験や観察によって確かめようとしている結果は本当に得られる 

のか、他者に説明したり、他者から意見をもらったりすること 

で、客観的に成り立つ仮説に改善できるようにする。 
 

 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話型(理科ワード集)を用い

たことで、文末の表現を迷

うことなく自分の考えを表

現することができました。 

仮説や実験方法をペアやグ

ループで発表し合う際、3 つ

の観点を与えたことは有効で

した。 

ロイロノートを活用して、問題解決の流れを１枚のワークシ

ートに表して学習させたことで、児童が見通しをもって問題解

決する姿が見られました。ノートを書くのが苦手な児童もスム

ーズに学習に取り組めました。 

・交流の内容を充実させるために、他教科とも関連させながら話し

合いの仕方を学ぶ場を設定していく必要があります。 

・タブレットとノートのそれぞれの良さを生かして、単元によって

それらを使い分ける必要があります。 


